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特チ間ᘬ用のカテࢦリ化:被ᘬ用ᩘ計 の精緻化に向けて 

 

 
 （㕥ᮌ⿱㸦⟃Ἴ大学大学㝔）㸪ⰾ㚝ᶞ㸦⟃Ἴ大学ۑ

 

 

 
1 はじめに 
論文や特チといった⭾大なᩘの文献情報の集合に対し、定㔞的な評価がなされることがしࡤしࡤあり、

その評価ᑻᗘの一つとして、それがどれだけ他の文献内でᘬ用されているかを⾲すᩘ್である「被ᘬ用

ᩘ」がある。このᩘ್が高いことは、他の文献に用されることが多いことを意し、被ᘬ用ᩘはある

種の重要ᗘを♧すと考えられている。 
特チの重要ᗘと被ᘬ用ᩘの関ಀについてはḢ⡿の研究者らによって多くの研究が㐍められており、

Narin は、ア࣓リカの特チに関するッゴにおいて特チのᢏ⾡的影響ຊを♧すためにᘬ用が指ᶆとして

用されていると㏙ており 1)、Harhoff らは⡿ᅜやドイࢶの特チでは⤒῭的価್の高いものがより多く

ᘬ用されていることなどをᐇドしている 2)。日本でも重要特チのุ別指ᶆとして被ᘬ用ᩘが᭷ຠである

とするᚋ⸨らの研究 3)、ᘬ用情報に基づく特チ文献の重要ᗘ⟬出方ᘧを᳨ウしているబ⸨らの研究 4)な

どがある。 
これらの研究の結果から、被ᘬ用ᩘと特チの重要ᗘにはᐦ᥋な関ಀがあることが♧၀され、被ᘬ用ᩘ

が高けれࡤ重要ᗘも高いというゎ㔘もᡂり❧ࡕうる。しかし、安┤に「被ᘬ用ᩘ㸻重要ᗘ」とする見方

がᗈがることを懸念する意見もあり、え୕ࡤ原は「ᘬ用行動パターンはさまざまであることから、そ

れらの重ࡳを一ᚊにᢅうのはᴟめて༴㝤である」と指している 5)。そのような意見がありながら、特

チのᘬ用行動パターン㸦動機）についての研究はこれまでとࢇど行ࢃれてこなかった。その理⏤は、

特チ文献の内容は出㢪するᢏ⾡の新つ性・㐍Ṍ性を♧すものであり、そこにあるᚑ来ᢏ⾡のᘬ用は「新

つ性を♧すためのもの」という一ᣓりで認識されてきたからではないかと᥎ する。一方、論文も「新

しい知見を♧す」ことを目的とした文献であるが、論文ᘬ用の動機についての㢮ᆺ化は௨๓から行ࢃれ

ている。えࡤ Garfield によって「ඛ㥑者のᩗ意」、「手法、ᢏ⾡のᢎ認」といった 15 種㢮の動機が

定⩏されている 6)。また、Teufel らはᘬ用を 12 種㢮に分㢮した上で、それぞれのグ㏙の特ᚩから自動

的に分㢮が可能か機Ე学⩦をヨࡳている 7)。 
特チについても、どのようにᘬ用されているかを考慮することは重要である。えࡤ被ᘬ用ᩘが同ᩘ

の特チが 2 件あったとして、一方はᢏ⾡のၥ題Ⅼの指ࡤかりであり、もう一方はᘬ用ഃの特チとే用

しうるものや特チᢏ⾡の一部を構ᡂするものとしてグ㏙されていたとすれࡤ、ᚋ者の方がよりᢏ⾡的㈉

献が大きい㸦ᢏ⾡的価್がある）と考えられるからである。そのようなᘬ用の動機に重ࡳを与える評価

が可能な分析をᐇ現する環境をᩚえるため、本研究では、特チが他の特チをᘬ用する動機のカテࢦリ化

をヨࡳ、その分ᕸ状ἣについて調査した。 
 
2 データ 

情報源として用いるのは、ᅜ❧情報学研究ᡤがᥦ౪する NTCIR-78)およࡧ NTCIR-89)のテストコレク

1998㹼2002、ࡕンのうࣙࢩンである。テストコレクࣙࢩ 年㸦NTCIR-7）、2003㹼2007 年㸦NTCIR-8）
の 10 年間に公㛤された日本ᅜ公㛤特チ公報全文データ 3,546,429 件を本研究に用する。 

10 年間のデータから、ྛ特チについて、公㛤␒ྕ、出㢪␒ྕ、ᅜ㝿特チ分㢮、被ᘬ用特チ㸦その特チ

がᘬ用している特チ）の公㛤/出㢪␒ྕを抽出した。また、1998 年公㛤の特チをᶆ本特チとし、1998 年

௨㝆の特チがᶆ本特チをᘬ用しているグ㏙部分を抽出した。 
ᶆ本特チのྛᢏ⾡分㔝㸦ᅜ㝿特チ分㢮のセクࣙࢩン㝵ᒙ）において、ᘬ用年㱋㸦特チが公㛤されてか

らᘬ用されるまでの年ᩘ）の増ຍにともなう被ᘬ用ᩘの᥎⛣をᅗ 1 に♧す。公㛤から 2 年ᚋの 2000 年

௨㝆ྛ分㔝とも大きく増ຍしていき、2003 年に一ᗘⴠࡕ㎸ࡴものの、おおࡡࡴ公㛤ᚋ 7 年㸦2005 年）

まで増ຍഴ向が続き、そのᚋ減少していく。2003 年のⴠࡕ㎸ࡳはᅗ 2 で♧す通り公㛤ᩘが๓ᚋの年に

ẚして低いことによる影響が考えられる。 
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3 手法 
本研究では、ᘬ用の動機がグ㏙内容からẚ㍑的⫯定的とุ᩿できるものを「Type1」、ẚ㍑的ྰ定的と

ุ᩿できるものを「Type2」、どࡕらともいえずุ᩿できないものを「その他」とする 3 種㢮のカテࢦリ

をタ定した。 
「Type1」に属するᘬ用は、「ᘬ用特チ内で᭷用なᢏ⾡としてㄝ明されている」、「ᘬ用特チ内で用さ

れている㸦用可能である）」、「ᘬ用特チとともに用いられている」などである㸦㸸特㛤㸰㸮㸮㸵－

㸱㸯㸴㸲㸲における「なお、本発明の原料となるアࢽリン化合≀は特㛤ᖹ㸯㸮－㸰㸷㸷㸵㸴ྕ公報にグ

㍕の方法を参考に合ᡂすることができる」）。「Type2」に属するᘬ用は、「ၥ題Ⅼ・足Ⅼが指されて

いる」、「ᘬ用特チをྵめ、より上のᢏ⾡がᣲࡆられている」、「๓がないことを♧すための」など

である㸦㸸特㛤㸰㸮㸮㸵－㸶㸷㸶㸲㸳における「よって、ୗグ特チ文献㸯における安全ᘬきලは、安

全性の観Ⅼから㞴Ⅼを᭷するといࢃざるを得ない」）。「その他」に属するᘬ用は、ၥ題ⅬまたはⅬに

ゝཬしているとุ᩿し㞴いなど、Type1 とも Type2 とも分㢮できないᘬ用である。 
1998㹼2007 年公㛤の特チにおいてᶆ本特チをᘬ用している⟠ᡤから、ྛ年 200 件ずつ、合計 2,000

件をラン࣒ࢲに㑅ࡧ、それらのグ㏙内容を精ㄞしてᘬ用の分㢮を行う。ᘬ用をྵࡴ文とその๓ᚋ 1 文ず

つを合ࢃせたᘬ用⟠ᡤのコンコーࢲンス㸦文⬦き⣴ᘬ）をసᡂして、それを用いて分㢮をヨࡳたが、

༙ᩘ௨上のᘬ用は、コンコーࢲンスのࡳではいずれのカテࢦリに属すかุ᩿できなかった。そのため、

1 件 1 件、公報全文を参↷しつつ分㢮を行うことにした。それぞれのカテࢦリに属するᘬ用のᩘの分ᕸ

を調、また、その⤒年ኚ化を㏣う。 
 
4. 結果 

まず、1998㹼2007 年の 10 年間を対象に分㢮した結果について、ᶆ本特チのᢏ⾡分㔝別およࡧ全య

㸦2,000 件）の、ྛカテࢦリに属すᘬ用のᩘを⾲ 1、ẚ⋡を⾲ 2 にまとめた。なお、」ᩘのᢏ⾡分㔝に

属する特チに関しては重」して計 しているため、ྛ分㔝に属するᘬ用の合計は 2,000 を㉸えている。 
ᩘで見た場合、ྛ分㔝のࡤらつきは大きいものの、ẚ⋡で見た場合はいずれも 9 ㉸のᘬ用を Type1

または Type2 に分㢮することができた。Type1 と Type2 をẚ㍑すると、いずれも 6 ㉸が Type2 であ

り、7 ௨上になる分㔝が多い。ここから、多くの場合、特チはẚ㍑的ྰ定的にᘬ用されるഴ向がㄞࡳ

ྲྀられる。2,000 件全యのẚ⋡を基‽とすると、Type1 ẚ⋡が高いものは C㸦化学㸹෬金）、ḟいで D
㸦⧄⥔㸹⣬）、Type2 ẚ⋡が高いものは E㸦ᅛ定造ᙧ≀）、F㸦機Ე工学㸹↷明㸹ຍ⇕㸹Ṋჾ㸹⇿◚）、ḟ

いで H㸦㟁Ẽ）である。ただし、D㸦⧄⥔㸹⣬）およࡧ E㸦ᅛ定造ᙧ≀）に属する特チのᘬ用は特に少

ᩘであるため、ㄗᕪが大きい可能性がある。 
さらに、Type1 ẚ⋡の⤒年ኚ化を♧したのがᅗ 3 である。ㄗᕪによるኚ動の大きさに配慮して、D㸦⧄

⥔㸹⣬）およࡧ E㸦ᅛ定造ᙧ≀）はᅗから㝖いている。W㸦全య）にὀ目すると、ᶆ本特チの公㛤┤ᚋ

は 4 ㉸を༨めるが、2 年で 2 ⛬ᗘと༙減し、௨㝆はそれどኚ化しない。分㔝別でも、やはりᶆ本

特チの公㛤┤ᚋが最も高く、2 年どで大きく減少し、そこからはあまり⃭しいኚ化はない。ただし、

F㸦機Ე工学㸹↷明㸹ຍ⇕㸹Ṋჾ㸹⇿◚）については、公㛤┤ᚋの時Ⅼで᪤に Type1 ẚ⋡が低いが、そ

こからさらに大きく減少するのは、他の分㔝より㐜く 4 年ᚋである。これらの結果は、(1) 特チの公㛤

┤ᚋ、ᢏ⾡内容が最新である時Ⅼでは、ẚ㍑的、⫯定的な文⬦で参↷されるഴ向があるが、そのᚋ、ᢏ

⾡の㝞⭉化や代᭰ᢏ⾡の発明が㐍ࡴにともないྰ定的な参↷の合が増えていくこと、(2) そのኚ化の

㏿ᗘは、ᢏ⾡分㔝によって異なること、(3) そのᚋ、⫯定的な参↷の合の減少はおさまる、つまり、

特チに᭷用性が見出されて参↷される合はある⛬ᗘのỈ‽で、しࡤらく保たれ続けることを♧၀して

いる。 
 
5 おࢃりに 
価್評価の指ᶆの一つとされる被ᘬ用ᩘのಙ㢗性を高めるための重ࡳけ要⣲として、特チのᘬ用動

機に╔目し、そのカテࢦリ化をヨࡳた。動機をẚ㍑的⫯定的、ẚ㍑的ྰ定的に二分するという⢒いカテ

リ化であるが、多くの場合、特チはẚ㍑的ྰ定的にᘬ用されるというഴ向や、ᘬ用年㱋の増ຍにともࢦ

ないẚ㍑的⫯定的なᘬ用の合が減少するഴ向などが観察できた。 
ẚ㍑的ྰ定的なᘬ用よりẚ㍑的⫯定的なᘬ用の方が高い᭷用性が認められていると考えれࡤ、ẚ㍑的

⫯定的なᘬ用に重ࡳけをして特チの重要ᗘを計 するのがጇᙜであろう。ただし、ᢏ⾡分㔝によって

⫯定的・ྰ定的ᘬ用のẚ⋡のഴ向に㐪いがあるため、分㔝ᶓ᩿的な重要ᗘのẚ㍑においてはὀ意を要す

る。 
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ᚋは、より⣽分化したカテࢦリのタ定や、グ㏙の特ᚩに基づく機Ე学⩦によるᘬ用の自動分㢮を行

いたい。 
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ᚋは、より⣽分化したカテࢦリのタ定や、グ㏙の特ᚩに基づく機Ე学⩦によるᘬ用の自動分㢮を行

いたい。 
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ᅗ 2㸸ྛ年の特チ公㛤件ᩘ 
 
 
 
 

⾲ 1㸸1998㹼2007 年全యのカテࢦリ別ᘬ用ᩘ 
  Type1 Type2 その他 ়ੑ 

A 生活必需品 43 163 13 219 

B 処理操作；運輸 120 412 20 552 

C 化学；冶金 135 235 19 389 

D 繊維；紙 12 25 3 40 

E 固定造形物 8 68 4 80 

F 機械工学；照明；加熱；武器；爆破 19 161 9 189 

G 物理学 202 529 40 771 

H 電気 65 428 32 525 

全体 415 1482 103 2000 
 
 
 
 



― 764―

⾲ 2㸸1998㹼2007 年全యのカテࢦリ別ᘬ用ẚ⋡ 
  Type1 Type2 その他 

A 生活必需品 20% 74% 6% 

B 処理操作；運輸 22% 75% 4% 

C 化学；冶金 35% 60% 5% 

D 繊維；紙 30% 63% 8% 

E 固定造形物 10% 85% 5% 

F 機械工学；照明；加熱；武器；爆破 10% 85% 5% 

G 物理学 26% 69% 5% 

H 電気 12% 82% 6% 

全体 21% 74% 5% 
 
 
 
 

 
ᅗ 3㸸ᶆ本特チのセクࣙࢩン別に見た Type1 ẚ⋡の᥎⛣㸦DE 㝖外） 




